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はじめに
　喜界島方言は、鹿児島県大島郡喜界町で話されている、琉球諸語に属する方言である。
喜界島には30余の集落があり、語彙面・音韻面・形態面に渡って集落差が見られる。本稿
は喜界島方言のうち上嘉鉄集落（方言名hatítu）において話されている地域変種（以下上
嘉鉄方言）の動詞形態論を記述する1, 2。
　上嘉鉄集落の人口は2014年８月末現在427人3であるが、上嘉鉄方言は若い世代には継承
されておらず、島内の話者人口はこれより少なく見積もられる。上嘉鉄方言は、接辞・助
詞の形式の一部が島内他変種の多くと異なる、といった独自性を示す。
　以下、１節で動詞クラスと形態音韻論的交替について述べる。次に２節で屈折形態論と
して動詞の構造と屈折形式を記述する。続いて、３節では派生形態論として動詞語幹の派
生及びこれに準ずる現象について述べる。４節はまとめである。
図１　上嘉鉄集落／喜界島4
＊　 本研究は、平成24～26年度JSPS科研費24・6463「喜界島方言を中心とする琉球語の記述的・歴史的研
究」の助成を受けたものである。
1　 データは、発表者が2013～2014年に上嘉鉄集落出身・在住の90代女性１名、80代男性１名、70代男性
１名、女性１名、60代女性１名を協力者とする聞き取り調査で得たものを用いる。
2　上嘉鉄方言の音素目録、アクセント体系と表記については巻末付録を参照されたい。
3　喜界町役場発行の資料による。
4　 国土地理院発行の地図データをもとにThomas Pellard氏が作成した地図を適宜加筆・編集して用いて
いる。
奄美大島
上嘉鉄
喜界島
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１．動詞分類と形態音韻論的交替
　本節では、次節以降の記述の前提として、形態論的特徴に基づく動詞の分類（動詞タイ
プ／クラス）と、動詞語幹と接辞の境界に見られる形態音韻論的交替について述べる。まず、
１.１節で動詞屈折の分析方法に関わる本稿の立場を述べた後、１.２節で動詞の分類とその
基準を扱う。１.３節では形態音韻論的規則とその適用例を挙げる5。
１.１　本稿の立場
　琉球語学においては、動詞語幹と接辞の境界に生じる交替について、伝統的に、基本語
幹・連用語幹・音便語幹の三つの語幹を立て、接辞ごとにどの語幹を選ぶかを指定するこ
とで記述されてきた。例えば、服部（1955）は首里方言の「書く」、「飛ぶ」、「起きる」と
いう動詞の否定形／非過去形／過去形について、以下のようにそれぞれ三つの語幹を立て、
接辞が選ぶ語幹を示すことで、語形を記述している。これは形式（ここでは三つの語幹）
とその分布（ここでは後接する接辞）の提示による記述という点で、アメリカ構造主義言
語学のI&Aの考え方（Hocket 1954 参照）にのっとった分析手法といえる。
⑴ a. 語例 ・「書く」：kakan「書かない」kačun「書く」kačan「書いた」
  ・「飛ぶ」：tuban「飛ばない」tubun「飛ぶ」tudan「飛んだ」
  ・「起きる」：’ukiran「起きない」’ukijun「起きる」’ukitan「起きた」
 b. 語幹 ・「書く」：基本語幹 kak-, 連用語幹 kač-, 音便語幹 kač-
  ・「飛ぶ」：基本語幹 tub-, 連用語幹 tub-, 音便語幹 tud-
  ・「起きる」：基本語幹 ’ukir-, 連用語幹 ’uki-, 音便語幹 ’ukit-
 c. 語幹の分布 ・否定形をつくる接辞-anの前：基本語幹
   ・非過去形をつくる接辞-junの前：連用語幹
   ・過去形をつくる接辞-anの前：音便語幹
　このような考え方とは別に、形態素ごとに一つの音列を基底形として立て、異形態とし
て現れる音列（表層形）と基底形との関係を規則（あるいは制約）によって説明しようと
する生成音韻論的な立場がある。このような立場に基づき、有元（1993）は首里方言の動
詞の形態音韻論的交替を記述している。例えば、前述の語例の場合「書く」「飛ぶ」「起きる」
の語幹（基底形）をそれぞれkak-, tub-, ’uki-とし、さらに否定形／非過去形／過去形をつ
くる接辞の基底形をそれぞれ-an, -jun, -tanとし、次頁⑵のような規則を適用させることに
よって表層形を導いている。規則の適用過程について、次頁⑶に（規則の適用により交替
が起こるものに絞って）例を挙げる。
5　巻末付録により多くの動詞の語形を掲載しているので、参照されたい。
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⑵ 規則
a. r挿入規則 ∅ → r / V _ -V
b. 軟口蓋音軟化規則 k → č /_ - [−back, +high]
c. j削除規則 j → ∅ / C -_
d. t口蓋化規則 t → [+high] / C[−labial] - _
e. 進行同化（有声化）規則 C → [+voiced] / C[+voiced] - _
f. 子音削除規則 C１ → ∅ / _ - C２ （C１≠C２）
※適用順序は、bより後にcが、dより後にfが、eより後にfが適用される。
⑶ 規則の適用例
規則⒝ 規則⒞
/kak-/ + /-jun/ → kačjun → kačun
規則⒟ 規則⒡
/kak-/ + /-tan/ → kakčan → kačan
規則⒞
/tub-/ + /-jun/ → tubun
規則⒠ 規則⒡
/tub-/ + /-tan/ → tubdan → tudan
規則⒜
/’uki-/ + /-an/ → ‘ukiran
　本稿では以下の二点から、服部のように複数の語幹を立てるのではなく、有元のように
基本的に一つの語幹（基底形）と形態音韻論的規則を仮定することで語形変化を記述する
方針をとる。一点目として、三つの語幹だけでは説明できない語形があり、派生を仮定し
ない分析では四つの語幹を立てる必要がでてくる。具体的には語幹末がwの動詞の振る舞
いを記述するのに、いわゆる基本語幹を、後続する母音に応じて二つ立てる必要が生じる。
二点目として、一つの規則で複数のパターンを説明できる有元の見方の方が記述として経
済的であり優れていると考えるためである。
１.２　動詞分類
　動詞によって形態論的振る舞い（接辞の異形態の分布及び語幹末と接辞の境界における
形態音韻論的交替）が異なる点を次頁に示す。
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・ 非状態動詞と状態動詞の間で非過去標示が異なっており、前者は-ii/-iriによって、
後者は接辞-iによって標示される6。 
（eg. kham-íi / kham-íri 食べる―非過去 vs. ’ur-i いる―非過去）
・ 非状態動詞のうち、初頭音がtである接辞が後接する場合の形態音韻論的交替が、語
幹末音から予測できない場合が一部ある。 
（eg. ’utaw-+-ti → ’uta-ti 歌う―過去 vs. t’unaw-+-ti → t’una-ži 繋ぐ―過去）
・ さらに、非状態動詞のうち不規則な語形変化を多く示す動詞（si-「する」、khuu-「来
る」）がある。また状態動詞のうち否定形で別の語幹からの補充法を示す動詞（’ar-「あ
る」）がある。
　以上の点から、動詞（及び派生接辞）は、形態論的観点からまず非過去接辞-ii/-iriを取
るタイプ（以下タイプⅠ）と-iを取るタイプ（以下タイプⅡ）に分かれ、さらにタイプⅠ
の中で、基底の語幹末音と規則から形態音韻論的交替が予測できるものと、予測できない
ものに分かれる。このうち、特にtで始まる接辞が後接する場合に不規則な振る舞いを示す
語幹が多い。このため本稿では、タイプⅠの下位分類としてクラスを立て、基底の語幹末
音（X）と、tで始まる接辞が後接する場合に形態素境界に現れる子音（Y）を用いて“X/Y”
のように表すこととする。本稿で認めるクラスと所属語彙例を次頁の表に示す7。
　議論の先取りになるが、次頁の動詞クラスのうち、mb/tč, k/ž, k/tč, r/č, r/tč, r/tt, w/ž, 
j/č, o/čは、tで始まる接辞が後接する場合に生じる交替が後述する規則によって説明でき
ない例外的な振る舞いを示すクラスである。このうち、mb/tč, k/ž, k/tč, r/tč, r/tt, j/č, o/
čはそれぞれの語幹クラスに属する動詞が現時点で１～４個ずつしか認められない一方、
残りのr/čクラス、w/žは少なくとも相対的には多くの語例が見られる8, 9。
6　 この相違に対し、非状態動詞の非過去形が通時的には「連用形＋ヲリ（存在動詞）」に由来する形であ
るという歴史的説明が適用できる（服部1959：334-338参照）。
7　タイプⅠのsi-「する」、khuu-「来る」はこのクラスに含めず、巻末付録に語形変化を示す。
8　 服部（1959：326）は琉球語と日本語の音韻対応を論じる文脈で“甲類の「ミキ」に当たる音節の［i］
は次のtをtʃに変ずるが、乙類の「ミキ」に当るものは変じない”という一般化の可能性を指摘しており、
r/čクラスの語幹末音節の母音には甲類のiに対応するものが見られることから、r/čクラスの不規則性
に語幹母音の相違という歴史的な説明を与えうる可能性がある。
9　 w/ž について、上嘉鉄方言では母音間ŋがwに変わる変化が起きたと考えられる点（eg.「卵」上嘉鉄
huwáa, 小野津huŋaa）及び上嘉鉄のw/žクラスの語彙はこの変化が起きていない方言のŋ/žクラスに概
ね対応する点（eg.「漕がない」上嘉鉄huw-áa, 小野津huŋ-aa）に鑑み、もともとŋ/žクラスだった動詞
の語幹末音が変化したために不規則性を示していると考えられる。（ŋ → wの規則を共時的に立てるこ
とで、w/žクラスをŋ/žとして説明することも可能である。）
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表１　動詞クラスと語例
クラス 所属語彙例
b/d
’asub-「遊ぶ」hakub-「運ぶ」hamb-「被る」’inab-「選ぶ」jurukub-「喜ぶ」
narab-「並ぶ」nimb-「眠る」simb-「吸う」thub-「飛ぶ」
m/d
’am-「編 む」’umm-「埋 め る」thamm-「頼 む」jam-「痛 む」jum-「読 む」 
k’am-「掴む」k’um-「踏む」kham-「食べる」num-「飲む」t’umm-「包む」
t/tč ’ut-「打つ、殴る」’uttat-「発つ」khat-「勝つ」mut-「持つ」that-「立つ」
d/ž hand-「外す、脱ぐ」
s/č
’us-「押す」č’as-「消す」hus-「干す」jaas-「渡す」k’as-「釣る」 
khunas-「叱る」nas-「生む」noos-「治す」thoos-「倒す」wiis-「起こす」
k/č
’akk-「歩く」č’ik-「聞く」hook-「掃く」’iŋk-「動く」khak-「書く」 
maŋk-「招く」nak-「泣く」sak-「咲く」suk-「退く」t’ukk-「作る」
ŋ/ž ňiŋŋ-「握る」hiŋŋ-「削る」miŋŋ-「めぐる」suŋŋ-「しごく」thaŋŋ-「沸騰する」
r/t
’ur-「売る」haar-「測る」har-「借りる」hir-「蹴る」hur-「掘る」 
k’ar-「付く」khaar-「かかる」mur-「もぐ」nar-「鳴る」thur-「取る」
w/t
’oow-「会う」’umbaw-「奪う」’utaw-「歌う」haraw-「払う」hoow-「買う」
juuw-「酔う」k’anaw-「飼う」k’uuw-「閉める」muraw-「もらう」
i/t
’uri-「降りる」’ami-「浴びる」bii-「吠える」buti-「怒る」hakki-「隠れる」
hasi-「走る」haňňi「背負う」’iži-「出る」’uti-「落ちる」wii-「植える」
e/t
hee-「替える」jee-「痩せる」khaŋŋee-「考える」khee-「掛ける」mee-「生える」 
’usee-「教える」thannee-「尋ねる」thumee-「探す」wee-「分ける」
mb/tč k’umb-「結ぶ」
k/ž ’ik-「行く」
k/tč ’ik-「生きる」
r/č
č’ir-「着る」č’ir-「切る」hir-「乾く」jir-「座る」jir-「もらう」mir-「見る」
ňiir-「似る」
r/tč ’ir-「入る」’ir-「要る」sir-「知る」
r/tt -rar-（受動）
w/ž
hasaw-「剥く」huw-「漕ぐ」k’aw-「使う」nuw-「脱ぐ」nuw-「抜く」 
saw-「塞ぐ」siw-「死ぬ」t’unaw-「繋ぐ」t’uw「注ぐ」thuw-「研ぐ」
j/č j-「言う」
o/č ’umoo-「いらっしゃる」-insoo-（尊敬）misoo-「召し上がる」thaboo-「下さる」
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１.３　形態音韻論的交替
　動詞語幹に直に後接する接辞の基底形の初頭音は、r, i, e, j, t に限られる。以下では、接
辞初頭音ごとに場合分けして、動詞語幹と接辞の境界に生じる交替について述べる。交替
を説明するための規則として、以下を仮定する（紙幅の都合上、詳細な議論は割愛する）。 
⑷ 規則
a.  軟口蓋／歯茎音口蓋化規則　 
k → č, ŋ → ň, t → č, d → ž / _ - ［–back, –low, –cons］
b. t口蓋化規則　t → č / ［–approx, –labial］ - _
c. 進行同化（有声化）規則　C → ［+voiced］ / C［–approx, +voiced］ - _
d. r削除規則　r → ∅ / C - _
e. w削除規則　w → ∅ / _ - ［–low, –cons］
f.  j削除規則　j → ∅ / C - _
g.  子音削除規則　C［-cor］, r, d, s → ∅ / _ - C［+cor, –cont］
h. 逆行同化（調音点同化）規則　C → C［αant, βcor］ / _ - C［αant, βcor］
※適用順序はアルファベット順とする。
　以上の規則は、有元の主張を参考にしたものである10。
　まず、次頁の表に語幹にrで始まる接辞が後接した場合の例として、-raa（否定）、-ri（命
令）、-roo（意志勧誘）、-runa（禁止）が作る語形を挙げる。形態音韻論的交替として、まず、
子音語幹動詞では接辞初頭のrが規則dによって削除される11。さらに、w語幹動詞（w/t及
びw/ž）においては、規則dの適用後、規則eにより、後続する母音がaの場合を除いて語幹
末のwが削除される。なお、規則aの適用は規則dに先行するので、命令形の語幹末音t, d, k, 
ŋは口蓋化を起こさない。
10　 なお有元は、本稿でいうr/čクラスの不規則性を、規則に語幹の音節数の制限を盛り込むことで説明し
ようとしているが、上嘉鉄方言の場合には上表の通りr/čクラス同様に一音節でr/tクラスやi/tクラス
に属する語幹が見られるため、この考えを応用することはできない。
11　 次頁表で見るように母音語幹動詞に母音で始まる接辞が後接しても形態素境界にrが現れない語例があ
るため、rを挿入されたものでなく接辞に含まれるものとして分析している。
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表２　形態音韻論的交替の例（語幹-r...）
クラス 語幹例 意味
否定
（-raa）
命令
（-ri）
意志勧誘
（-roo）
禁止
（-runa）
適用
規則
b/d narab- 並ぶ narab-aa narab-i narab-óo narab-una d
m/d kham- 食べる kham-áa khám-i kham-óo kham-úna d
t/tč ’ut- 殴る ’ut-áa ’út-i ’ut-óo ’ut-úna d
d/ž hand- 外す hand-áa hánd-i hand-óo hand-úna d
s/č hus- 干す hus-áa hús-i hus-óo hus-úna d
k/č č’ik- 聞く č’ik-aa č’ik-i č’ik-óo č’ik-una d
ŋ/ž hiŋŋ- 削る hiŋŋ-aa hiŋŋ-i hiŋŋ-óo hiŋŋ-una d
r/t thur- 取る thur-áa thúr-i thur-óo thur-úna d
w/t ’utaw- 歌う ’utaw-aa ’uta-i ’uta-óo ’uta-una d, e
i/t ’abi- 呼ぶ ’abi-ráa ’abí-ri ’abi-róo ’abi-rúna
e/t khee- 掛ける khee-ráa kheé-ri khee-róo khee-rúna
mb/tč k’umb- 結ぶ k’umb-aa k’umb-i k’umb-óo k’umb-una d
k/ž ’ik- 行く ’ik-aa ’ik-i ’ik-óo ’ik-una d
k/tč ’ik- 生きる ’ik-áa ’ík-i ’ik-óo ’ik-úna d
r/č mir- 見る mir-áa mír-i mir-óo mir-úna d
r/tč ’ir- 入る ’ir-aa ’ir-i ’ir-óo ’ir-una d
r/tt -rar- 受動 -rar-aa -rar-i -rar-oo -rar-una d
w/ž t’unaw- 繋ぐ t’unaw-aa t’una-i t’una-óo t’una-una d, e
j/č j- 言う j-aa j-i j-óo j-una d
o/č misoo-
召し上
がる
misóo-raa misóo-ri misóo-roo misóo-runa d
　次に、次頁の表に語幹に-ii（非過去）、-en（継起）、-jaanuu（同時）が作る語形を挙げる。
形態音韻論的交替として、子音語幹動詞では接辞初頭のjが規則fによって削除される。こ
れに先んじて、語幹末がt, d, k, ŋの動詞では規則aによって語幹末音が口蓋化し、w語幹動
詞では規則eによってwが脱落する。最後に、語幹末がもともと子音連続であった場合、調
音点が同化する（規則h）。なお、k/ž クラスの動詞’ik-「行く」では、-en（継起）が後接
する際に語幹が例外的に’iž-という形を取っている。
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表３　形態音韻論的交替の例（語幹-i.../e.../j...）
クラス 語幹 意味
非過去
（-ii）
継起
（-en）
同時
（-jaanuu）
適用
規則
b/d narab- 並ぶ narab-ii narab-en narab-aanúu f
m/d kham- 食べる kham-íi kham-én kham-aanúu f
t/tč ’ut- 殴る ’uč-íi ’uč-én ’uč-aanúu f
d/ž hand- 外す hanž-íi hanž-én hanž-aanúu a, f
s/č hus- 干す hus-íi hus-én hus-aanúu f
k/č č’ik- 聞く č’ič-ii č’ič-en č’ič-aanúu a, f
ŋ/ž hiŋŋ- 削る hiňň-ii hiňň-en hiňň-aanúu a, f, h
r/t thur- 取る thur-íi thur-én thur-aanúu f
w/t ’utaw- 歌う ’uta-ii ’uta-en ’uta-jaanúu e, f
i/t ’abi- 呼ぶ ’abi-íi ’abi-én ’abi-jaanúu
e/t khee- 掛ける khee-íi khee-én khee-jaanúu
mb/tč k’umb- 結ぶ k’umb-ii k’umb-en k’umb-aanúu f
k/ž ’ik- 行く ’ič-ii ’iž-en ’ič-aanúu a, f
k/tč ’ik- 生きる ’ič-íi ’ič-én ’ič-aanúu a, f
r/č mir- 見る mir-íi mir-en mir-aanúu f
r/tč ’ir- 入る ’ir-ii ’ir-en ’ir-aanúu f
r/tt -rar- 受動 -rar-ii -rar-en -rar-aanuu f
w/ž t’unaw- 繋ぐ t’una-ii t’una-en t’una-jaanúu e, f
j/č j- 言う j-ii j-en j-aanúu f
o/č misoo- 召し上がる misóo-ii misóo-en misóo-jaanuu
　続いて、語幹にtで始まる接辞が後接した例として次頁の表に-ti（過去）-ta-n（過去―連
体）-tuu「してこい」の語例を挙げる。語幹末がt以外の子音語幹動詞では語幹末音が削除
される（規則g）。これに先んじて、語幹末がt, d, s, k, ŋの場合規則bによって接辞初頭のt
が口蓋化し、また語幹末がb, m, d, ŋの場合規則cによって接辞初頭の有声化が起こる。最
後に、語幹末がもともと子音連続であった場合調音点の同化が起こる（規則 h）。mb/tč, 
k/ž, k/tč, r/č, r/tč, r/tt, w/ž, j/č, o/čの各クラスに属する動詞の場合、接辞が、規則によっ
て予測されるもの（それぞれk’un-d..., ’i-č..., ’i-č..., mi-t..., ’i-t..., -ra-t..., t’una-t..., č’..., misoo-t...）
とは異なる異形態を示している。
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表４　形態音韻論的交替の例（語幹-t...）
クラス 語幹 意味
過去
（-ti）
過去―連体
（-ta-n）
「してこい」
（-tuu）
適用 
規則
b/d narab- 並ぶ nara-di nara-da-n nara-dúu c, g
m/d kham- 食べる khá-di kha-dá-n khá-duu c, g
t/tč ’ut- 殴る ’út-či ’ut-čá-n ’út-čuu b
d/ž hand- 外す hán-ži han-žá-n hán-žuu b, c, g
s/č hus- 干す hú-či hu-čá-n hú-čuu b, g
k/č č’ik- 聞く č’i-či č’i-ča-n č’i-čúu b, g
ŋ/ž hiŋŋ- 削る hin-ži hin-ža-n hin-žúu b, c, g, h
r/t thur- 取る thú-ti thu-tá-n thú-tuu g
w/t ’utaw- 歌う ’uta-ti ’uta-ta-n ’uta-túu g
i/t ’abi- 呼ぶ ’abí-ti ’abi-tá-n ’abí-tuu
e/t khee- 掛ける kheé-ti khee-tá-n kheé-tuu
mb/tč k’umb- 結ぶ k’ut-či k’ut-ča-n k’ut-čúu 例外
k/ž ’ik- 行く ’i-ži ’i-ža-n ’i-žúu 例外
k/tč ’ik- 生きる ’ít-či ’it-čá-n - 例外
r/č mir- 見る mí-či mi-čá-n mí-čuu 例外
r/tč ’ir- 入る ’it-či ’it-ča-n ’it-čúu 例外
r/tt -rar- 受動 -rat-ti -rat-ta-n -rat-tuu 例外
w/ž t’unaw- 繋ぐ t’una-ži t’una-ža-n t’una-žúu 例外
j/č j- 言う ’i-či ’i-ča-n ’i-čúu 例外
o/č misoo- 召し上がる misóo-či misóo-ča-n misóo-čuu 例外
２.　屈折形態論
　本節では屈折形態論として、動詞の構造と諸屈折形式について述べる。本稿では、動詞
の屈折形式のうち主節及び単文の主動詞として機能しうるものを定動詞、名詞句に前置さ
れ、これを修飾する機能を持つものを連体動詞、動詞句（及び節）に先行し、これを副詞
的に修飾する機能を持つ動詞を副動詞と呼ぶ。以下、まず動詞語彙項目の大半を占めるタ
イプⅠの動詞について、統語的環境で分類して記述する。２.１節は定動詞、２.２節は連体
動詞、２.３節は副動詞をそれぞれ扱う。子音語幹動詞からkham-「食べる」、母音語幹動
詞からkhee-「掛ける」を例にとり語形変化を示す12。２.４節ではタイプⅡの動詞（状態動詞）
とこれに準じる語形変化を示すコピュラ動詞を扱う。
12　ともに有アクセント動詞である。
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２.１　定動詞
　以下表５に定動詞の語形変化を示す。定動詞の構造は、次頁⑸のように一般化できる13。
すなわち、定動詞はテンス接辞／ムード接辞のいずれか一方のみが語末に置かれる構造を
持つ場合と、テンス接辞に後続してさらにムード接辞が語末に置かれる構造を持つ場合が
ある。
表５　定動詞語形変化表
機能ラベル
（日本語訳例）
接辞形式
語例
「食べる」 「掛ける」
命令（しろ） -ri khám-i kheé-ri
「してこい」 -tuu khá-duu kheé-tuu
禁止（するな） -runa kham-úna khee-rúna
意志（しよう） -ra kham-a khee-ra
意志勧誘（しよう） -roo kham-óo khee-róo
直説
（する）
非過去１ -ii kham-íi khee-íi
非過去２14 -iri kham-íri khee-íri
否定―非過去 -raa-∅ kham-áa-∅ khee-ráa-∅
過去 -ti khá-di kheé-ti
否定―過去 -ran-ti kham-án-ti khee-rán-ti
推量１
（するだろう）
非過去 -ir-oo kham-ír-oo khee-ír-oo
過去 -tar-oo kha-dár-oo khee-tár-oo
否定―過去 -ran-tar-oo kam-án-tar-oo khee-rán-tar-oo
推量２
（するかも）
過去 -tar-a kha-dár-a khee-tár-a
否定―過去 -ran-tar-a kam-án-tar-a khee-rán-tar-a
推量３
（するかも）
非過去 -i-tto kham-í-tto khee-í-tto
否定―非過去 -ra-∅-tto kham-á-∅-tto khee-rá-∅-tto
過去 -ta-tto kha-dá-tto khee-tá-tto
否定―過去 -ran-ta-tto kham-án-ta-tto khee-rán-ta-tto
強調
非過去 -ir-u kham-ír-u khee-ír-u
否定―非過去 -ran-∅-u kham-án-∅-u khee-rán-∅-u
過去 -tar-u kha-dár-u khee-tár-u
否定―過去 -ran-tar-u kham-án-tar-u khee-rán-tar-u
　14
13　 極性接辞のスロットは否定接辞で占められて否定が標示されるか、空のままで肯定を表す。後者の場合、
煩雑さを避けるためゼロ標示（-∅-）は行わない。
14　 非過去１と非過去２は概ね置き換え可能であるが、話者によっては疑問詞疑問文の主動詞には非過去
１を許容しない。
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⑸ 定動詞の構造： a. 語幹 ― 極性接辞 ― テンス接辞／ムード接辞
  b. 語幹 ― 極性接辞 ― テンス接辞 ― ムード接辞
２.２　連体動詞
　連体動詞15は、テンスを取った定動詞に連体接辞-nを後接させて作られる。連体動詞の語
形変化と構造は以下の通りである。
表６　連体動詞語形変化表
形式
語例
「食べる」 「掛ける」
連体
非過去 -i-n kham-í-n khee-í-n
否定―非過去 -ra-∅-n kham-á-∅-n khee-rá-∅-n 
過去 -ta-n kha-dá-n khee-tá-n
否定―過去 -ran-ta-n kham-án-ta-n khee-rán-ta-n
⑹ 連体動詞の構造：語幹 ― 極性接辞 ― テンス接辞 ― 連体接辞
２.３　副動詞
　以下に副動詞の語形変化と構造を示す。
表７　副動詞語形変化表
機能ラベル
（日本語訳例）
接辞形式
語例
「食べる」 「掛ける」
目的（しに） -ija kham-íja / khá-ňňa khee-íja
同時（しながら） -jaanuu kham-aanúu khee-jaanúu
継起（して） -en kham-én khee-én
期間／期限（する間／まで） -eeda kham-éeda khee-éeda
並列
並列（したり） -tari kha-dári khee-tári
否定―並列 -ran-tari kham-án-tari khee-rán-tari
条件
非過去（すれば） -∅-iba kham-∅-íba khee-∅-(r)íba
否定―非過去 -ram-∅-ba kham-ám-∅-ba khee-rám-∅-ba
過去（したところ） -tar-iba kha-dár-iba khee-tár-iba
否定―過去 -ran-tar-iba kham-án-tar-iba khee-rán-tar-iba
条件／理由（すれば／するから） -raba kham-ába khee-rába
否定―理由（しないから） -ra-dana kham-a-dána khee-ra-dána
15　接続助詞を伴って従属節を成したり、終助詞を伴って主節の主動詞として現れることもある。
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⑺ 副動詞の構造：語幹 ―（極性接辞）―（テンス接辞）― 副動詞接辞
　副動詞接辞のうち-tari（並列）、-iba（条件）、-dana（理由）は否定接辞と共起し、さら
に-iba（条件）はテンス接辞とも共起する。
２.４　状態動詞とコピュラ動詞
　状態動詞について、’ur-「いる」、’ar-「ある」の語形変化を以下二つの表に示す。コピュ
ラは、否定、過去及び副動詞の屈折において’ar-「ある」からの補充法を示しており、動
詞と語形変化を共有するため、動詞の下位分類に位置付け、併せて以下の表に語形変化を
示す。
表８　状態動詞／コピュラ語形変化表１（定動詞）
形式
語例
「いる」 「ある」 コピュラ
命令 -ri ’ur-i - -
禁止 -runa ’ur-una - -
意志 -ra ’ur-a - -
意志勧誘 -roo ’ur-óo - -
直説
非過去 -i ’ur-i ’ár-i ža
否定―非過去 -raa-∅ ’ur-aa-∅ nee-ráa-∅ ’ar-áa-∅
過去 -ti ’u-ti ’á-ti ’á-ti
否定―過去 -ran-ti ’ur-an-ti nee-rán-ti ’ar-án-ti
推量１
非過去 -∅-oo ’ur-∅-óo ’ar-∅-óo žar-∅-óo
過去 -tar-oo ’u-tar-óo ’a-tár-oo ’a-tár-oo
否定―過去 -ran-tar-oo ’ur-an-tar-óo nee-rán-tar-oo ’ar-án-tar-oo
推量２
非過去 -∅-a - - žar-∅-a
過去 -tar-a ’u-tar-a ’a-tár-a ’a-tár-a
否定―過去 -ran-tar-a ’ur-an-tar-a nee-rán-tar-a ’ar-án-tar-a
推量３
非過去 -∅-tto ’u-∅-tto ’á-∅-tto ža-∅-tto
否定―非過去 -ra-∅-tto ’ur-a-tto nee-rá-tto ’ar-á-tto
過去 -ta-tto ’u-ta-tto ’a-tá-tto ’a-tá-tto
否定―過去 -ran-ta-tto ’ur-an-ta-tto nee-rán-ta-tto ’ar-án-ta-tto
強調
非過去 -∅-u ’ur-∅-u ’ár-∅-u ’ár-∅-u
否定―非過去 -ran-∅-u ’ur-an-∅-u nee-rán-∅-u ’ar-án-∅-u
過去 -tar-u ’u-tar-u ’a-tár-u ’a-tár-u
否定―過去 -ran-tar-u ’ur-an-tar-u nee-rán-tar-u ’ar-án-tar-u
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表９　状態動詞／コピュラ語形変化表２（連体動詞）
形式
語例
「いる」 「ある」 コピュラ
連体
非過去 -∅-n ’u-∅-n ’á-∅-n ža-∅-n
否定―非過去 -ra-∅-n ’ur-a-∅-n nee-rá-∅-n ’ar-á-∅-n
過去 -ta-n ’u-ta-n ’a-tá-n ’a-tá-n
否定―過去 -ran-ta-n ’ur-an-ta-n nee-rán-ta-n ’ar-án-ta-n
表10　状態動詞／コピュラ語形変化表３（副動詞）
形式
語例
「いる」 「ある」 コピュラ
継起 -en ’ur-en ’ar-én -
期間 -eeda ’ur-eeda ’ar-éeda ’ar-éeda
並列 -tari ’u-tari ’a-tári ’a-tári
否定―並列 -ran-tari ’ur-an-tari nee-rán-tari ’ar-án-tari
条件
非過去 -∅-iba ’ur-∅-iba ’ar-∅-íba ’ar-∅-íba
否定―非過去 -ram-∅-ba ’ur-am-∅-ba nee-rám-∅-ba ’ar-ám-∅-ba
過去 -tar-iba ’u-tar-iba ’a-tár-iba ’a-tár-iba
否定―過去 -ran-tar-iba ’ur-an-tar-iba nee-rán-tar-iba ’ar-án-tar-iba
条件／理由 -raba ’ur-aba ’a-rába ’ar-ába
否定―理由 -ra-dana ’ur-a-dána nee-ra-dána ’ar-a-dána
　状態動詞は動詞タイプⅡに分類され16、形態論上の特徴として、前述のように非過去が-i
で標示される点の他、非過去接辞にムード接辞／連体接辞が後接する場合に、非過去がゼ
ロ標示される点が挙げられる。また、’ar-は否定接辞-raaを伴う場合にはnee-という別の語
幹の形で現れる。
３.　派生形態論
　本節では、派生接辞と、それが後接して作られる語幹の構造について述べる。派生接辞
として、-rar-（受動／可能、r/ttクラス）、-ras-（使役、s/čクラス）、-insoor-（尊敬、o/č
クラス）、-i-（直接知覚／習慣／反事実、i/tクラス）、-eer-（丁寧、タイプⅡ）がある。こ
のうち、-i-は過去肯定の定動詞／連体動詞でのみ屈折し、また-eer-と共起しない。-eer-は
基本的に定動詞／連体動詞でのみ屈折する。動詞’ur-「いる」、’ar-「ある」、’uk-「置く」（k/
čクラス）、’ik-「行く」（k/žクラス）は動詞の継起形-enに後続してアスペクトを標示するが、
16　タイプⅡには存在動詞の他、アスペクト標識など、存在動詞から文法化した形式が含まれる。
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助詞が介在しない場合は継起形の末尾と融合して派生接辞に準じた振る舞いを見せる。以
下に語例を示す。
⑻ 派生動詞の語例
 ・kham-ar-íi 食べる―可能―非過去 「食べられる」
 ・kham-as-íi 食べる―使役―非過去 「食べさせる」
 ・khač-ínsoor-i 書く―尊敬―命令 「お書きなさい」
 ・kham-í-ti 食べる―習慣―過去 「食べていた」
 ・kham-éer-i 食べる―丁寧―非過去 「食べます」
 ・kham-óor-ì 食べる―進行―非過去 「食べている」
 ・kham-áar-ì 食べる―結果―非過去 「食べてある」
 ・kham-óok-ì 食べる―ておく―命令 「食べておけ」
 ・kham-éek-ì 食べる―ていく―命令 「食べていけ」
　これらの派生接辞を後接させることで作られる語幹の構造は以下のように一般化できる。
⑼ 派生語幹の構造
 語根 ― 使役 ― 受身／可能 ― 尊敬 ― アスペクト ― 丁寧
 ― 直接知覚／習慣／反事実
４.　まとめ
　本稿は上嘉鉄方言の動詞形態論の記述として、動詞の形態論的分類、動詞語幹末と接辞
の境界に生じる交替、この交替を説明するための規則、定動詞／連体動詞／副動詞の構造
と形式、派生接辞と派生語幹の構造について述べた。諸形式の用法・機能の詳細は今後の
課題とする。
謝辞
　本稿の執筆に際しては、大友勝一氏、大友照子氏、桐野茂昭氏、桐野達江氏、美代イシ氏（以
上50音順）の多大なご協力が不可欠であった。ここに心より感謝を申し上げる。本稿に含まれ
る誤りや不備は、当然ながらすべて筆者の至らなさが原因である。今後も話者の方々及び他の
研究者の方々のご協力を得ながら、上嘉鉄方言の記録保存に努めて参りたい。
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付録 A：音素目録・アクセント体系と表記
　上嘉鉄方言の音素目録は以下の通りである。無気／有気の対立は語幹初頭のみに限られ、
それ以外の位置では無気音が現れる。語幹初頭母音は声立てに［ʔ］を伴う一方、形態素
中及び接辞境界の母音間では［ʔ］は挿入されず、前舌母音/i, e/及び後舌母音/u, o/の入り
渡りにおいてそれぞれ［j］,［w］が随意的に挿入される。本稿では、語形をイタリック体
の音素表記で示しているが、便宜的に以下の表記を用いている。
・ 音素： /p/[p~pʔ], /b/, /t/[t~tʔ], /tʰ/, /d/, /k/[k~kʔ], /kʰ/, /ɡ/, /tɕ͡/[tɕ͡~tɕ͡ʔ], /dʑ͡/[dʑ͡
~ʑ],/s/[s~ɕ],  /h/, /m/, /n/[n~m~ɲ~ŋ~ɴ], /ɲ/, /ŋ/, /ɾ/, /w/, /j/, /i/, /e/, /
a/, /o/, /u/
・  表記： p’ = 語幹初頭単子音の/p/, th = /tʰ/, t’ = 語幹初頭単子音の/t/, kh = /kʰ/, k’ 
= 語幹初頭単子音の/k/, g = /ɡ/, č’ = 語幹初頭単子音の/tɕ͡/, č = それ以外
の/tɕ͡/, ž = /dʑ͡/, ň = /ɲ/, r = /ɾ/, ’V = 語幹初頭母音
　上嘉鉄方言のアクセントは二型体系であり、アクセントを持つか持たないかが形態素ご
とに指定されている（白田ほか 2011, 白田 2012 参照）。アクセント位置は品詞ごとに概ね
決まっており（名詞は語幹次末拍、動詞は語幹直後の接辞初頭、接辞・接語は初頭）、原
則として一音韻語の中で最も左の有アクセント形態素のアクセントが実現する。アクセン
トが実現するとアクセント位置にHLH＊のメロディが実現し、アクセントを担う拍及びそ
れ以降にHが、その前の有声の拍一つにLが、それに先行する拍にHが現れる。無アクセン
ト形態素のみからなる音韻語は語末にHLHのメロディが実現する。平叙文末には下降イン
トネーションが掛かり、語中・疑問文末と平叙文末では音韻語のプロソディの実現が異な
る場合がある。本稿は音韻語ごとに分かち書きを行っており、アクセント位置をアキュー
ト・アクセント（́）で標示する。（さらに、進行形などの継起形＋補助動詞の融合形は、
アクセント上は二単位形として実現するため、一単位形におけるアクセントの実現による
メロディ付与や下降イントネーションでは説明できない下降が実現する場合がある。この
ような下降に対して本稿ではグレイヴ・アクセント（́ ）を用いて表記することとする。）
アクセントの表記と実現形を以下表に例示する。
表11　アクセントの表記と実現例
山 踊り 暁 海 刀 若い女
平叙文末
jama. ’uduri. ’aatuči. ’úmi. hatána. meerabi.
LH HLH HHLH HL LHL HLHL
文中
jama... ’uduri... ’aatuči... ’úmi... hatána... meerábi...
LH HLH HHLH HH LHH HLHH
付録 B：形態音韻論的交替
　形態音韻論的交替の例として、次頁から種々の動詞の屈折形式を列挙する。
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表12　種々の動詞の屈折形式１
分類 語幹 意味
否定
（-raa）
意志
（-ra）
条件／理由
（-raba）
b/d hakub- 運ぶ hakub-áa hakub-a hakub-ába
b/d hamb- 被る hamb-áa hamb-a hamb-ába
m/d thamm- 頼む thamm-áa thamm-a thamm-ába
t/tč ’ut- 打つ／殴る ’ut-áa ’ut-a ’ut-ába
d/ž hand- 外す／脱ぐ hand-áa hand-a hand-ába
s/č ’ižas- 出す ’ižas-áa ’ižas-a ’ižas-ába
k/č jak- 焼く jak-aa jak-a jak-aba
k/č ’akk- 歩く ’akk-áa ’akk-a ’akk-ába
k/č maŋk- 招く maŋk-áa maŋk-a maŋk-ába
ŋ/ž hiŋŋ- 削る hiŋŋ-aa hiŋŋ-a hiŋŋ-aba
r/t har- 借りる har-aa har-a har-aba
r/t thur- 取る thur-áa thur-a thur-ába
w/t ’utaw- 歌う ’utaw-aa ’utaw-a ’utaw-aba
w/t hoow- 買う hoow-aa hoow-a hoow-aba
i/t ’ami- 浴びる ’ami-raa ’ami-ra ’ami-raba
i/t wii- 植える wii-raa wii-ra wii-raba
e/t thumee- 探す thumee-ráa thumee-ra thumee-rába
mb/tč k’umb- 結ぶ k’umb-aa k’umb-a k’umb-aba
k/ž ’ik- 行く ’ik-aa ’ik-a ’ik-aba
k/tč ’ik- 生きる ’ik-áa ’ik-a ’ik-ába
r/č mir- 見る mir-áa mir-a mir-ába
r/č č’ir- 着る č’ir-aa č’ir-a č’ir-aba
r/tč ’ir- 入る ’ir-aa ’ir-a ’ir-aba
r/tt ’ut-ar- 殴られる ’ut-ar-áa ’ut-ar-a ’ut-ar-ába
w/ž huw- 漕ぐ huw-áa huw-a huw-ába
w/ž t’unaw- 繋ぐ t’unaw-aa t’unaw-a t’unaw-aba
w/ž siw- 死ぬ siw-aa siw-a siw-aba
j/č j- 言う j-aa j-a j-aba
o/č misoo- 召し上がる misóo-raa - misóo-raba
o/č ’umoo- いらっしゃる ’umóo-raa - ’umóo-raba
II mač-óor- 待っている mač-óor-àa mač-óor-à mač-óor-àba
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表13　種々の動詞の屈折形式２
命令
（-ri）
意志勧誘
（-roo）
禁止
（-runa）
非過去１
（-ii）
非過去―連体
（-i-n）
条件
（-iba）
hakúb-i hakub-óo hakub-úna hakub-íi hakub-í-n hakub-íba
hámb-i hamb-óo hamb-úna hamb-íi hamb-í-n hamb-íba
thámm-i thamm-óo thamm-úna thamm-íi thamm-í-n thamm-íba
’út-i ’ut-óo ’ut-úna ’uč-íi ’uč-í-n ’uč-íba
hánd-i hand-óo hand-úna hanž-íi hanž-í-n hanž-íba
’ižás-i ’ižas-óo ’ižas-úna ’ižas-íi ’ižas-í-n ’ižas-íba
jak-i jak-óo jak-una jač-ii jač-i-n jač-iba
’ákk-i ’akk-óo ’akk-úna ’atč-íi ’atč-í-n ’atč-íba
máŋk-i maŋk-óo maŋk-úna manč-íi manč-í-n manč-íba
hiŋŋ-i hiŋŋ-óo hiŋŋ-una hiňň-ii hiňň-i-n hiňň-iba
har-i har-óo har-una har-ii har-i-n har-iba
thúr-i thur-óo thur-úna thur-íi thur-í-n thur-íba
’uta-i ’uta-óo ’uta-una ’uta-ii ’uta-i-n ’uta-iba
hoo-i hoo-óo hoo-una hoo-ii hoo-i-n hoo-iba
’ami-ri ’ami-róo ’ami-runa ’ami-ii ’ami-i-n ’ami-(r)iba
wii-ri wii-róo wii-runa wii-ii wii-i-n wii-(r)iba
thumeé-ri thumee-róo thumee-rúna thumee-íi thumee-í-n thumee-(r)íba
k’umb-i k’umb-óo k’umb-una k’umb-ii k’umb-i-n k’umb-iba
’ik-i ’ik-óo ’ik-una ’ič-ii ’ič-i-n ’ič-iba
’ík-i ’ik-óo ’ik-úna ’ič-íi ’ič-í-n ’ič-íba
mír-i mir-óo mir-úna mir-íi mir-í-n mir-íba
č’ir-i č’ir-óo č’ir-una č’ir-ii č’ir-i-n č’ir-iba
’ir-i ’ir-óo ’ir-una ’ir-ii ’ir-i-n ’ir-iba
’ut-ár-i ’ut-ar-óo ’ut-ar-úna ’ut-ar-íi ’ut-ar-í-n ’ut-ar-íba
hú-i hu-óo hu-úna hu-íi hu-í-n hu-íba
t’una-i t’una-óo t’una-una t’una-ii t’una-i-n t’una-iba
si-i si-óo si-una si-ii si-i-n si-iba
j-i j-óo j-una j-ii j-i-n j-iba
misóo-ri misóo-roo misóo-runa misóo-ii misóo-i-n misóo-(r)iba
’umóo-ri ’umóo-roo ’umóo-runa ’umóo-ii ’umóo-i-n ’umóo-(r)iba
mač-óor-ì mač-óor-òo mač-óor-ùna mač-óor-ì mač-ó-n mač-óor-ìba
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表14　種々の動詞の屈折形式３
非過去―推量１
（-ir-oo）
非過去―推量３
（i-tto）
目的
（-ija）
継起
（-en）
期間／期限
（-eeda）
hakub-ír-oo hakub-í-tto hakub-íja hakub-én hakub-éeda
hamb-ír-oo hamb-í-tto hamb-íja hamb-én hamb-éeda
thamm-ír-oo thamm-í-tto thamm-íja thamm-én thamm-éeda
’uč-ír-oo ’uč-í-tto ’uč-íja ’uč-én ’uč-éeda
hanž-ír-oo hanž-í-tto hanž-íja hanž-én hanž-éeda
’ižas-ír-oo ’ižas-í-tto ’ižas-íja ’ižas-én ’ižas-éeda
jač-ir-óo jač-i-tto jač-ija jač-en jač-eeda
’atč-ír-oo ’atč-í-tto ’atč-íja ’atč-én ’atč-éeda
manč-ír-oo manč-í-tto manč-íja manč-én manč-éeda
hiňň-ir-óo hiňň-i-tto hiňň-ija hiňň-en hiňň-eeda
har-ir-óo har-i-tto har-ija har-en har-eeda
thur-ír-oo thur-í-tto thur-íja / thú-ňňa thur-én thur-éeda
’uta-ir-óo ’uta-i-tto ’uta-ija ’uta-en ’uta-eeda
hoo-ir-óo hoo-i-tto hoo-ija hoo-en hoo-eeda
’ami-ir-óo ’ami-i-tto ’ami-ija ’ami-en ’ami-eeda
wii-ir-óo wii-i-tto wii-ija wii-en wii-eeda
thumee-ír-oo thumee-í-tto thumee-íja thumee-én thumee-éeda
k’umb-ir-óo k’umb-i-tto k’umb-ija k’umb-en k’umb-eeda
’ič-ir-óo ’ič-i-tto - ’iž-en ’ič-eeda
’ič-ír-oo ’ič-í-tto - ’ič-én ’ič-éeda
mir-ír-oo mir-í-tto mir-íja / mí-ňňa mir-én mir-éeda
č’ir-ir-óo č’ir-i-tto č’ir-ija / č’i-ňňa č’ir-en č’ir-eeda
’ir-ir-óo ’ir-i-tto ’ir-ija ’ir-en ’ir-eeda
’ut-ar-ír-oo ’ut-ar-í-tto ’ut-ar-íja ’ut-ar-én ’ut-ar-éeda
hu-ír-oo hu-í-tto hu-íja hu-én hu-éeda
t’una-ir-óo t’una-i-tto t’una-ija t’una-en t’una-eeda
si-ir-óo si-i-tto si-ija si-en si-eeda
j-ir-óo j-i-tto j-ija j-en j-eeda
misóo-ir-oo misóo-i-tto misóo-ija misóo-en misóo-eeda
’umóo-ir-oo ’umóo-i-tto - ’umóo-en ’umóo-eeda
mač-óor-òo mač-ó-ttò - mač-óor-en mač-óor-eèda
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表15　種々の動詞の屈折形式４
同時
（-jaanuu）
過去
（-ti）
過去―連体
（-ta-n）
並列
（-tari）
「してこい」
（-tuu）
hakub-aanúu hakú-di haku-dá-n haku-dári hakú-duu
hamb-aanúu hán-di han-dá-n han-dári hán-duu
thamm-aanúu thán-di than-dá-n than-dári thán-duu
’uč-aanúu ’út-či ’ut-čá-n ’ut-čári ’út-čuu
hanž-aanúu hán-ži han-žá-n han-žári hán-žuu
’ižas-aanúu ’ižá-či ’iža-čá-n ’iža-čári ’ižá-čuu
jač-aanúu ja-či ja-ča-n ja-čari ja-čúu
’atč-aanúu ’át-či ’at-čá-n ’at-čári ’át-čuu
manč-aanúu mán-či man-čá-n man-čári mán-čuu
hiňň-aanúu hin-ži hin-ža-n hin-žari hin-žúu
har-aanúu ha-ti ha-ta-n ha-tari ha-túu
thur-aanúu thú-ti thu-tá-n thu-tári thú-tuu
’uta-jaanúu ’uta-ti ’uta-ta-n ’uta-tari ’uta-túu
hoo-jaanúu hoo-ti hoo-ta-n hoo-tari hoo-túu
’ami-jaanúu ’ami-ti ’ami-ta-n ’ami-tari ’ami-túu
wii-jaanúu wii-ti wii-ta-n wii-tari wii-túu
thumee-jaanúu thumeé-ti thumee-tá-n thumee-tári thumeé-tuu
k’umb-aanúu k’ut-či k’ut-ča-n k’ut-čari k’ut-čúu
’ič-aanúu ’i-ži ’i-ža-n ’i-žari ’i-žúu
’ič-aanúu ’ít-či ’it-čá-n ’it-čári -
mir-aanúu mí-či mi-čá-n mi-čári mí-čuu
č’ir-aanúu č’i-či č’i-ča-n č’i-čari č’i-čúu
’ir-aanúu ’it-či ’it-ča-n ’it-čari ’it-čúu
’ut-ar-aanúu ’ut-át-ti ’ut-at-tá-n ’ut-at-tári ’ut-át-tuu
hu-jaanúu hú-ži hu-žá-n hu-žári hú-žuu
t’una-jaanúu t’una-ži t’una-ža-n t’una-žari t’una-žúu
si-jaanúu si-ži si-ža-n si-žari si-žúu
j-aanúu ’i-či ’i-ča-n ’i-čari ’i-čúu
misóo-jaanuu misóo-či misóo-ča-n misóo-čari misóo-čuu
’umóo-jaanuu ’umóo-či ’umóo-ča-n ’umóo-čari ’umóo-čuu
- mač-óo-tì mač-óo-tà-n mač-óo-tàri -
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付録 C：si-「する」及びkhuu-「来る」の語形変化
　以下の表に、特に不規則な振る舞いを示すsi-「する」とkhuu-「来る」の語形変化を挙
げる。
表16　si-, khuu-の語形変化表１（定動詞・連体動詞）
形式
語例
「する」 「来る」
命令 -ri si-ri khuu
「してこい」 -tuu č’uu -
禁止 -runa si-runa khu(u)-rúna
意志 -ra si-ra khu-ra
意志勧誘 -roo si-róo khu-róo
直説
非過去１ -ii s-ii s-ii
非過去２ -iri s-iri si-íri
否定―非過去 -raa-∅ si-raa-∅ khu(u)-ráa-∅
過去 -ti č’i č’íi
否定―過去 -ran-ti si-ran-ti khu(u)-rán-ti
推量１
非過去 -ir-oo s-ir-óo si-í-roo
過去 -tar-oo č’ar-óo č’ár-oo
否定―過去 -ran-tar-oo si-ran-tar-óo khu(u)-rán-tar-oo
推量２
過去 -tar-a č’ar-a č’ár-a
否定―過去 -ran-tar-a si-ran-ta-ra khu(u)-rán-ta-ra
推量３
非過去 -i-tto s-i-tto s-i-tto
否定―非過去 -ra-∅-tto si-ra-∅-tto khu(u)-rá-∅-tto
過去 -ta-tto č’a-tto č’á-tto
否定―過去 -ran-ta-tto si-ran-ta-tto khu(u)-rán-ta-tto
強調
非過去 -ir-u s-ir-u si-ír-u
否定―非過去 -ran-∅-u si-ran-∅-u khu(u)-rán-∅-u
過去 -tar-u č’ar-u č’ár-u
否定―過去 -ran-tar-u si-ran-tar-u khu(u)-rán-tar-u
連体
非過去 -i-n s-i-n s-i-n
否定―非過去 -ra-∅-n si-ra-∅-n khu(u)-rá-∅-n
過去 -ta-n č’a-n č’á-n
否定―過去 -ran-ta-n si-ran-ta-n khu(u)-rán-ta-n
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表17　si-, khuu-の語形変化表２（副動詞）
形式
語例
「する」 「来る」
目的 -ija s-ija -
同時 -jaanuu s-aanúu s-aanúu
継起 -en s-en s-én
期間／期限 -eeda s-eeda s-eéda
並列
並列 -tari č’a-ri č’á-ri
否定―並列 -ran-tari si-ran-tari khu(u)-rán-tari
条件
非過去 -∅-iba s-iba / si-riba si-íba
否定―非過去 -ram-∅-ba si-ram-∅-ba khu(u)-rám-∅-ba
過去 -tar-iba č’a-riba č’á-riba
否定―過去 -ran-tar-iba si-ran-ta-riba khu(u)-rán-ta-riba
条件／理由 -raba si-raba khu-rába
否定―理由 -ra-dana si-ra-dána khu(u)-ra-dána
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